
新型コロナウィルス感染症の影響により、事業を延期、中止、オンライン開催など事業計画の変更が生じた

概　要 事　業　内　容

北海道内の自然保護・環境保全活動の情報を一元化したデータベース「きたマップ」の運用と
活用
・HP管理、運用は随時
・データ等活用
　・NPO法人EnVison環境事務所へのデータ提供・活動支援
　・北の国災害サポートチーム「災害支援アーカイブ」へシステム提供、作成協力

その他、新規事業の実施、受託等はなし

環境中間支援会議・北海道　（連携：EPO北海道、北海道環境財団、札幌市環境プラザ、 オブ
ザーバー：環境省北海道地方環境事務所、北海道、札幌市）
・環境情報ポータルサイト「環境☆ナビ北海道」HPの運用
・会議開催による情報共有： 7月29日、12月23日（主催）、3月24日
・札幌市環境プラザと共催： 3月9日
　そこが聞きたい!環境教育等実践者のための勉強会「滝野すずらん公園
　今井さんに聞くヒグマ騒動に学ぶ”逆境“の乗り越え方」/ 参加者約30名

全国の中間支援組織と連携　（NPO法人エコネット近畿、NPO法人地域の未来・志援センター）
・協働事業の共催： 3月12日「助成金活用オンラインセミナー」（詳細は助成金セミナーに記載）
・WEB版助成サミットの開催：
　①8月24日「存続の危機にある市民環境活動の今」
　　　　 （NPO法人エコ・モビリティサッポロ、NPO法人棚田 LOVER's）/参加者11名
　②11月18日「環境市民団体に必要な支援とは」（パナソニック NPO/NGO
　　　サポートファンド for SDGs）/参加者13名
　③2月8日「助成団体との意見交換会」/参加者8名

全道の中間支援組織との連携による活動
・情報交換会議（オンライン）： 4月28日、6月1日、9月9日
・市民活動の支援活動「コロナアクション」： 8月3日会議出席

外部組織との協働
～産官学民が実施する事業
やイベント、各種委員会等へ
の参加、協力

各種外部イベント、事業連携などは、新型コロナウィルス感染症の対策により、中止またはオ
ンライン開催
会議出席（オンライン）
　北海道森林管理局、北海道環境教育等推進懇談会、北海道環境道民会議、
　さっぽろヒグマ基本計画改定検討委員会、石狩浜海浜植物保護センター運営委員会、
　北海道森林山村多面的発揮対策地域協議会、その他

「コープさっぽろ」事業協力（受託事業）
コープさっぽろ未来の森づくり基金（あすもり）事業
・当別「Fの森」の森づくり、ワークショップ関連事業は中止
・Fの森の保育作業、看板等の整備
・冊子「モリイク」22号・23号： 森のキモイキレイページの企画・取材・制作
・企画会議4回、あすもり未来会議5回
・円山動物園環境教育プログラム「どんぐりプロジェクト」： 円山の森と動物園のイキモノから北
海道の命と自然を考える、動画5本(春・夏・秋・冬・総集編）を企画・制作・編集
・円山動物園に植樹した樹木の苗木調査・活用提案
コープさっぽろ組合員活動事業
・海のクリーンアップ活動への協力、マニュアル提供、定点調査事業の準備

「森林山村多面的機能発揮対策交付金」事業協力（受託事業）
・森林山村交付金の実施報告・説明会の開催：2月21日/参加者約100名
・交付金制度のパンフレット、報告・説明会の報告書の作成

2021年度 事業報告

■事業期間　2021年4月1日～2022年3月31日

1.環境保全活動のネットワーク構築に関する事業

(1) 連携の推進

ネットワークを活用した活動
の企画・実施
～ネットワーク組織として、環
境保全活動の推進、実施

連携による環境中間支援
～他の中間支援団体との相
互協力により、効率的な中間
支援の環境活動を実施
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災害支援「北の国災害サポートチーム」に参加（※幹事団体を退任し協力会員）
・情報交換会議出席： 4月26日、6月24日、7月29日、8月26日、9月30日
・「北の国サポートチームWeb」「災害支援アーカイブ」制作協力（受託事業）
　　企画、制作コーディネ−ト

概　要 事　業　内　容

環境活動の視察やイベント参
加、情報提供等により会員を
獲得

会員数（3月末時点）
・正会員　5７団体・16個人
　入会：一般社団法人楽子森、個人1名
　退会： 3団体、1個人
・賛助会員　46個人・13企業
　入会： 個人1名、　退会： 個人2名

概　要 事　業　内　容

サービスの充実
～会員や関係団体のニーズ
に応じたサービスの提供

・会員の事業の協力
　NPO法人エコビレッジ推進協議会北海道： 相談対応、事業視察
・「きたネットNEWS」による活動紹介
　一般社団法人楽子森、旭山森と人の会
・メーリングリストの運用による情報提供
・各種相談対応
・広報協力、イベント案内/ チラシ配布、SNSやHP等に掲載

概　要 事　業　内　容

a. きたネットフォーラム
北海道の自然環境保全活動
に取組む市民への情報発信
と交流・ディスカッションの場
として開催

「きたネットフォーラム2021」（北海道環境活動交流フォーラム）
　6月以降に延期し、2022年度の20周年事業として拡大して実施

b. 助成金セミナー
環境活動を行う市民団体を
主な対象に、助成金に関する
情報を提供

 「田舎で夢を実現するための助成金活用オンラインセミナー」（市民活動助成セミナー）
助成金の申請・採択された経験者の視点と、申請をサポートする中間支援組織の視点から申
請時のポイントを共有
　3月12日（土）　オンライン開催
　参加者6名
　主催・共催： NPO法人棚田 LOVER's、古民家しろめて、NPO法人エコネット近畿、
　　　　　　　　　NPO法人地域の未来・志援センター

c. 講演会等の開催
北海道の環境について学び
あうセミナー、活動交換会、
勉強会等を開催し、多様な環
境活動の推進を支援

SDGs講演会「SDGs とアフリカの野生動物との共存」　講師　中村千晶さん
　2月14日（月）　オンライン開催
　参加者数　25名程度
　主催・共催：酪農学園大学

概　要 事　業　内　容

多様な北海道の環境活動や
情報を提供し、環境啓発を図
る

・きたネットWeb、blog、twitter、facebook、環境☆ナビ北海道など、随時活用
・きたネットNEWS：今年度中に発行予定
・「きたネットラジオカフェ」放送による、ゲスト会員、関連団体、きたネットの活動紹介、環境イ
ベント情報の提供（奇数月の第2水曜日放送）
①5月12日：北海道NPOサポートセンター、 ②7月14日：ヒグマの会、 ③9月8日：北海道ラム
サールネットワーク、 ④11月10日：コープ未来の森づくり基金、 ⑤1月12日：酪農学園大学環
境GIS研究室、 ⑥3月9日：楽子森（たのしも）
　協力：旭山森と人の会

(3) 情報提供・啓発

(2) ネットワークの拡大

2.環境保全活動を支援する事業

(1) 会員活動の支援

(2) フォーラム等の開催



概　要 事　業　内　容

一般への環境活動の支援と
して、サービスの提供を行う

「上厚真小学校からはじめる ふるさと復興の森づくり」
厚真町の土砂災害場所で森づくり活動を行いながら、ふるさとの自然環境と防災について学
ぶ。森づくりと樹木の勉強会、植樹、育苗
　11月12日（金）厚真町幌内町有林
　対象者：厚真小学5年生（21名）
　協力：厚真町、NPO法人近自然森づくり協会、雪印種苗（株）

概　要 事　業　内　容

北海道各地のごみ拾い活動
の情報を集約・発信する。イ
ベント実施や産官学民との
パートナーシップ構築により
環境啓発を図る

「ラブアース・クリーンアップin北海道2021」
身近なごみ拾い活動を地球環境保全の意識啓発につなげる。
　期間等：4月1日～11月30日、北海道全域を対象
　参加数：405企業・団体、11,443名、協賛目標：31件
・HPの管理・運用、活動への協力、情報提供
・集客イベント札幌・石狩の活動は中止
・11月2日（火）：あそびーちのごみ拾い活動
　協力：うみいく、石狩市

概　要 事　業　内　容

自然環境保全のための育樹
活動

「ラブアースの森づくりin白老」
・育樹作業（枝打ち、間伐）
・自然観察会（ウヨロ川フットパスウォーキング）
　10月24日（日）、白老町石山
　参加者 28名
　共催： NPO法人ウヨロ環境トラスト

概　要 事　業　内　容

その他の事業 ネットショップ「きたネット環境活動応援SHOP」を11月に開設
・環境保全啓発のためのグッズ販売の協力
・事務所スペースの貸出し

概　要

会議
通常総会　日時： 6月24日（木）　オンライン開催
理事会等　通常理事会 3回、意見交換4回

広報等
インターネット、SNSを用いた情報発信
　・きたネットホームページ、きたネットWeb・きたネットblog・twitter・facebook、他

基盤強化 第5期中期5カ年計画に基づく

4.その他事業

■管理部門

(4) その他

3.環境保全活動に関する事業

(1) ラブアース・クリーンアップin北海道

(2) ラブアースの森づくり


